
 

令和７年度　藤野小学校の学校経営方針 
 

１ 学校教育目標 
 

 

 
 
２ めざす児童像　 

「主体的に考え、行動できる子ども」 
○　自ら学び　よく考える子 
○　思いやりの心で　助け合う子 
○　たくましい心と体で　最後までやりぬく子 

 
３ 学校経営方針 

 
（１）学習指導の充実 

◎授業力を向上させ、学力の定着を図る授業を実践する。 
ア 基礎・基本の定着 

　　　イ 多様な学習活動・学習形態の工夫 
　　　ウ 個に応じた教育活動の展開 
　　　エ ＩＣＴ機器、図書館等の積極的活用 
      　  オ 授業実践に基づく授業力の高め合い 
                ・児童の主体的活動を促す授業 

 ・児童の共感的態度を育成する授業 
　　　　・目標と評価を明確にした授業 

 
（２）支援教育の充実 

◎一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の工夫と充実を図る。 

      　 ア 個に配慮した支援と児童相互理解の促進 
イ 教育相談の流れを明確にし、家庭・関係諸機関との連携強化 

ウ ともに助け合い、高め合い、磨き合う集団づくり　　　     

 

（３）安全教育の推進 
◎防災上必要な知識や技能を身につけ、人間としてのあり方・生き方を考えられるようにする。 
① 避難訓練をはじめとした防災意識の向上 

ア 「自分の命は自分で守る」危機管理意識の醸成 
イ 発達段階に応じた判断力、行動力の育成　　　 

 
② 危機管理体制の充実と推進 



 

　　　ア 風雨雪、地震等の自然災害、不審者侵入等の緊急時に対する体制の充実・点検・       
                 推進 
　　　イ 関係機関との連携強化 

・相模原市教育委員会、警察、避難所、校長･園長連絡会等との連携 
 
（４）健康教育の推進 
　　◎主体的な体力づくりと保健安全指導の徹底を図る。 
　　  ア 基礎的・基本的な運動の重視 
　　  イ 規則正しい生活・健康管理 
     　 ウ 望ましい食習慣等、食育の推進  
      　エ 性教育の推進 

 
（５）キャリア教育の推進 
　 ◎主体的に考え、行動できる子どもの育成をめざす。 
　　  ・基礎的・汎用的能力として「つながる力」「自律する力」を育成する。 
 
（６）家庭・地域との連携の推進　　 

◎開かれた学校・親しまれる学校をめざす。 

① 開かれた学校づくり 

ア 学校評議員会の開催、学校評価と創造への協力依頼 
イ 学校の状況の保護者や関係者への提供 
ウ 学校支援者の確保 
エ 地域の特性や人材を活用する学習の展開 

② 親しまれる学校づくり 
ア 誠実できめ細やかな対応 
イ 学校環境の整備、掲示物の工夫 

③ 幼保小中、地域との連携の推進 
　 ア 幼保小中を見通す教育課程の編成 
　 イ 中学校区連携推進事業 
④ 学校教育への理解を得るための積極的な広報活動 

・ 学校だより、保健だより、学年だよりの発行、学校ＨＰの活用 
 

（７）校内研究、校内研修の推進 
① 全教職員で創意工夫し、英知を出し合う校内研究の推進 

ア 研究実践の授業の定着と日常化 
イ 指導力の向上及び教職員としての意識と実践力の向上 

② 今日的課題に即した校内研修の充実 

 
（８）行事の精選及び有効活用 

① 運動会、修学旅行、遠足等の日程の見直し、変更 
② 学習発表会のさらなる充実（内容の拡大、工夫） 


